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、わが愛 する.WilliamFaulknerはど うや ら動物が好 きらしい。 彼の作品 に
は色 々の大小 の動物 が登場 する。野性 の物では熊,鹿,わ に〉蛇,魚,小 鳥等
家 畜では牛,馬,ら 馬,ろ 馬,犬 等が大 切な役 目を果 して居 る。 作 申の登場人
物 も動物 を愛す る塾 の人聞 はお うむね善良で あ り,そ の愛 に無 関心 な者 は性格
に 暗いか げを荷 つてい る様 で ある。動物の申 で も一番良 く現れ るのは馬で,彼
自 らの農場 に競 馬の種馬 を含 む数頭 の馬 を飼育 してい ると言 うの も成程 と思 わ
れ る。
所 が その作申 の馬 は殆 どの場 合お とな しい静か な馬 でな く,人 を乗 せたま＼
或 は乗手 を振 り落 し暴れ廻 る桿馬で ある。 ちよつ と数 えて もSartorisのベ イヤ
ー ド ・サー トリスを振 り飛 ば して人事不省に させる馬,SpottedHOrsesの今猶
一頭 も捕 え られず国申 を走 り麺 って居 る理 ら馬の群 ,AslLay.Dyipggの「彼,
の母 は馬だ」 と言 われ るジユエルの乗 りこなす馬;LightInAugustの牧師ハ
4タ ワーの脳裏に常に疾駆す る祖父 を乗せ た幻 の軍馬 の一隊;Absalom,Absa一
ユom!で黒人 の御者 が若い ヘ レンを乗せ て他の馬車 を蹴散 らしなが ら教会へ乗 着
け為馬車,1(night・sGambitの危 く馬好 きの大尉 を蹴殺 す殺 人計画が成功 しが
～つた稀代 の暴れ馬。 こ うした系列の 最後に はAFable'の重要 な一 挿話で あ
るA・・StolenHorseのsuperhorseが控 えてい る。'
この数 多い暴 れ馬の場面 はフ ォークナーの作品 を理解 するのに 私には二様 の
興味 を与える。 一つ は作者 得意のviolenceの吐け 口 として最 も適 当な この奔"
馬 が作全体のideaと どの様 な関係 が あるか と云 う事 で ある。今一 つは丈体 の
問 題 で あるが,唯 で さえ周囲 の物 一切 を巻込んでギ ヤ ロツプする 如 き彼 の激 し
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い文体がこの奔馬シーンになると待つて居 たとばか り急激な強 く激 しい リズム
を刻み,レ ドリカルな殆 ど詩的の調子にまで高まる。所謂Faulkn癌anStyle
が最 も顕著に現われるのはこの場面なのである 。しか も前記の様に奔馬(b場面
を年代を追つて読んで行 くとこの両者の点 とも明瞭に変化が窺われるbそ れを
・結局奔馬シーンだけの問題でな く全体の作の推移 と関聯づけて考 えて行 こうと
す るのが本論の目的である。" .'
先 ず 第 一 に 取 上 げ るSartOris(1929)はフ'tクナ ー の 小 説 と して はSoldiemsT
I)ay(1926),Mosquitoes(1927)にっ6で 三 番 目 の 作 で あ る 。 前 二 作 が む し
サ タ イ ア ぽ
ろ調刺小説であったに対 し,これは真実 目な小説 としては最初の作 と云って良
い。此 は今律 も度々登場する南部の由緒 ある家柄サー トリス家の物語で,父 老
大佐は南北戦争の生残 りの老将・子ベイヤー ドは第一次世界大戦の帰還兵。二
つの戦争が異つた年代の父 と子に どの様に影響 したかが語 られて行 く。ベイヤ
ー ドは空申戦に双生児の兄弟ジヨンの機が眼前に射落 きれるのを手を束ねて見
送 らねばな らなかつた心の傷手を負つて居 る。古い世代の者に とつては南部敗
戦の悲運に会いなが ら,戦争は名誉 と誇の誇示の場面であつた。 しかし新 しい
　
世代の者には熟柿の落ちる如 く労せずして手に入れた欧州の勝利の後 に故郷に
戻つた彼等は生 きる意 義 も意志 も失つた脱けが ら同様 である。 両じ く馬を疾駆
ノ
させ るに して も新旧 二時代 の態度 は全 く異つてい る、。だ とえ ばAuntJenDyが
昔を偲んで語 るJebStuartの馬上奮戦 の 勇姿(こ の時父 の サ ー トリスは二 十
才 の青年 として彼 に従つた)は 次 の如 く颯爽 たる もので ある。
``Forward
,"theGeiieralsa{dandwhirled,roWelinghisbay,andwithtLe
ゆ ・d…u・c・ ・rdiant/i・n・f4・inglgcent・urtk・y・weμd・wnthekn・P
andcrashedilltotheforestatthepointfromwhichthevoUeyhad、 』
come,beforeitcouIdberepeated.…・・tStuartnowcarriedhisI)1urr.edhat
inhishand,andhis 、Iongtawnylocks,tossingt'othe・rhythmofhis
speed,appearedasgallant且amessmokingwiththewildahdselfcon-、
sumil}gsplendorofhisdaring・
?
、一 刎 ア ム ●㍗ 一 ク㌃ と無 ・.(23>
【大意】 「前進」 と将軍は栗毛の駒め馬腹を蹴うて馬頭を琿 らせば,全軍は唯一頭の
罵 あ如 蹄の罷 轟かせ息胎 せ廟 を脚 下りゾ 斉射撃鹸 った森碗 点へ第'・
二め射撃の発せ られる前に突入する。一 スチユアー トは飾毛のっいた帽子を手に取.
..り,彼 の茶色 の長 髪 を突進 の リズ ムに合 せて打揺 す るその様 は勇 しい焔 が,猛 くも自 .聖
　 　 　 　
ち を燃えっ くす りん りんたる勇気に打煙 るかとも見えた。
≠ 然 るに若 きベ ーiiVT.ドに取つては荒馬 を馳 しらす事は 自暴 自棄 の 感情 ⑱吐け
・ 口で しかない。荒 馬か ら次に は自動車 を暴走 させ最後 には危険な 飛行機 の テス
トAo・/ロッ トに志願 して若い命 を散 らして行 く。vlolence,speed,aHddea傾は
当時の失 われ た世代の青年 の常道 の一つであつた。彼 が 日中 の街 の通 りを黒人 ・
の町 の紐 燗 き入婿 藩 を飛ばす彼方駕 相手噌 もない潤 標の編
ない,総 ては彼の人生 と同 じく完 全な無 目的なのである。(下 の引用参照)
文体か ら見るとSartOr三sの文体は前二作程で もないヵ)蒔折華美な不必要なイ'
メヂが突然に飛出した り,又或場合はソフィス ト的な唯美的な表現に走うた り
(πとえば騒馬を描いた良 く引用される場面)・ 要す御 こ若い作者の気取 りと.
*
レ トリ。クを免 れない と言 う評で ある。'
然 し次に挙 げ るシーン等はかな り客観的に記述的 で ある。 フ 。Tク ナーの初'「
'期の文体 の代表 として又後の説 明の関聯 もあ り若干 め長文
を厭 わず 引用す る。
ミ 　
… ∴・ti-・y・sawtl'・eani…lre・r・紳n・d・ ・ggi・書tL・manf・?mt上 ・g・・岬
andwhippinghi・b・dylik・ ・ 囎 ・P・nit・fla・hinga・e.一狂 ・b…tbu・st ,
ユ{k・b・φn・e・pf・1醜 ・・三・£袷;伽 血・1・bk・・s加mb1・d鋼yf・ ・m'th・9・teな
、.andhurヱedt}=e藤elvestosafe右yas七he.gatesplinteredtomatchwood
il'eneathitssoa曲gVolcai・三cthunder.Bay;rdcroucheclo垣tssh・ulders ,t'
anddraggedi亡snt.adLe芝も(又aroulldandthey.s"'eptdowllthelane,spread-
ingP・nゆ ・niymam・ngtL・h…e・a・ d圃6・ .t・the・ed・ndP・ti・nt・
about.tLeblackβmithshop`dhdh'mollgthewagollsthere.Wherethe1説
.d・b・u・L・dint・the-・t・eet'・g・・撃poh・g・ ・e・・catt・redb・f・reth・m…nd
withoutabreak五nitsstrid6thestallionsoaredoverasma11negrochildt
*(See .・.9.W.0・C・ …i':・ ・Th6T・ngl・aFi・e・fWilli・mFaulkn・ ・.・U・i・.・f
Mゆes6ta.1954)
う
曳ノ
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'・1・t・h五nga・ti・k・f・t・ip・d・andydire・tlyin'it・P・th ・A"'・g・nd甲wn
bymuleswasjustturniligint・thelane・theserearedb(漿o・ethewild,
・slack .iawedfaceofthewhitemanillthewagon,andagainBayard
禦
εawedhisthunderboltaround・andheadeditawayfromthesquare .
Downthelanebehindhimthespectators'ranshoutingthroμghthe
d・・t,th・t・・d・r・m・ngt丑 ・m,・ndRaie・M…Callum・tm・1・t・hinghi・
rOllofmoney.
【大意】 彼等の見て居ぐ内に馬は再び棒立ちにな り,人を地面から引ず り,閃く弧線
ミ
め上にポロ布の如く振 り廻した。馬は青銅の羽ばた く翼の如く突進 し,見物して居た
者は扉から転げ落ち命からが ら逃げ出せぼ扉はその天を衝 く火山の爆発の勢の下に木
、 葉微塵 と消し飛んだ。ベイヤ「ドは馬脊に5ず くまり,怒り狂 う頭を引向けると,小
路を疾走し.鍛冶屋の店の所の荷車に繋がれてじっとして居る馬や騨馬の間に阿鼻狂
喚の地獄を引起した。小路が通 りへ開 くあたりで黒人の群は蜘蛛の子の様に散らばり
馬は脚力をゆるめもせずその行手に縞の飴ん棒をっかんでいる黒人の子供をヒラリと 、
飛越 した。・騒馬の引いた車が丁度小路に入って来たが,車 上の呆然たる白人の前で棒
!立 ちになり,ベイヤードは再び彼の雷電を引廻し,広場に行かぬ様にした。彼の後で
砂塵の中に絶叫する人々の中に商人も居 り,まだ札束をっかんだま㌧の レーフ ・マツ
カラ争も居た。
ノ
之 は完 全 な散 文 調 で あ る 。andで繋 い だ 散 列 文 は後 期 の 複 難 な フォ・一ク ナ ー調
文 体 と全 く異 る。 所 々詩 的 な用 語 が 用 い られ る が(flashingarc,bronzeunfo1-
・dingwings,soaringvolcanicthunder,spreadingpandemonium¥)それ も
び
間けつ的で全体の リズムは普通の散文であるd殊 にレ トリカルな技巧 もなく,
イメヂ も奇驕な物はない。'誇張 もまだ この位では後期の物 と比較 したら大した
事はない。客観的な記述で平易であるがその代 り後期の文体の面白さはない。
ぐ ぎ
要 す るに此 は彼 の初期 の文体で あ り,之 と後期 の文体 の差 は後述するに 従 つて
朋 かに なるで あろ う。 、 ・'
次 にSpottedHOrSesに移 るに先立 つて このサ ・ー…bトリス の 一場面 が,い かに
SpottedHOrseSと共通 な物 を持って居 るか指摘 したい。 悲 劇サー トリス申 の
荒 馬ゾ ーンに ある喜劇的 な一沫の物 が次作に至つて拡 大 され て比類 ない一篇の
文喜 劇 とな つた と言い得 る程 商者の共通 は多い。前作の飴 ん棒 を握 つて奔馬 の行
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万 に立って居 る黒人の子供の上を馬はかす り傷 も負わせず 飛越すが 「斑 ら馬」
で は エ ッ ク の 子 供 だ け が大 人 の逃 げ 惑 う馬 の 突 進 の申 に 目 を パ チ パ チ させ て 立
止 り微 動 もし な い 。 前 作 で横 丁 に 馬 は走 り入 り馬 車 に ぶ つ か りそ うに な る の は
次 作 で は橋 上 でTu11一 家 の 馬 車 を 引 く り返 す シ ー ン とな る 。 自動 車 申 で物 を'
・も言 わ ず び つ く りし て 居 る(withsilentastonishment)婦人 は(此 件 だ け は 前
記 引 用 申 に な い)「 斑 ら馬 」 で は凝 然 と木 偶 人 形 の様 に 馬 車 の 申 で す くむ
(somethingcurvedoutenwood)ヘン リー の 妻 の 姿 とな る。 又 前 作 で レ ー フ
が 馬 丁 に や る と差 出 した 札 束 を最 後 ま で 手 に 握 つ て馬 の 後 を 追 う所 は,「 斑 ら
馬 」 で ラ ト リフ が 片 方 の 靴 下 を 持 つ た ま ㌧逃 げ 廻 る お か し さ に 通 ず る 物 が あ
る 。 材 料 ば か りで な く次 の 様 な類 似 な表 現 さ え も見 当 る 。
〈引 用 文4行)thegatesplinteredtomatchwood.(S.H.P・382)thedoor
…vanishedintomat'chwood.
〈引 用 文2行)whipPinghisbodylileearag.一一(S.H.P・387)the鵬n
freeoftheearthandinviolentlateralMotionlileearagattachedto
thehOrSe,shead.tノ
そ の 他 奔 馬 の 勢 を 雷 に た と え る の は常 套 的 な 表 現 で あ る か ら聞 題 に し な い で
も,馬 の た くま しい 体 を ブ ロ ンズ に,馬 の 足 掻 きを 鳥 の 翼 の 羽 ば た き に 比 べ る
の は フ・オー クナ ー の 常 に 使 う表 現 で あ る 。 こ う考 え る と作 者 の表 現 法 は 変 つ て
も
もその申に最初の発想や表現は何かの形で残 る物である事を痛感する。
㌔
所 で このSp6ttedHorsesには異 つ た 二 つ の 版 渉 あ る'。最 初 の 物 は1931年に
iScribner誌上に掲載 し#短篇で,次 の物はそれから十年 もた?㌍19如年に出さ
・れ7TheHamletの一部TheI)easantsの前半 を為 す物 である。PortableFau1-
kneTを編 集 し た'MalcolmCowleyの言 に よ れ ば後者 は量的 ばか りでな く質
釣 に も三倍 は改良 されて居 り・MarkTwain以降の最 も滑稽 な物語 の一で ある
と推賞お く与 わるぎる作品で ある。その質的の差 は果 して何所 か ら来 たか 団表
現 や文体 の問題 にか らんで重要 になつて来 るポ
ー番大 きな差 は旧作 では全体 が ミシ ンの販売人Ratliffの口か ら彼 の 見聞 し
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た事 を方言ま じ りのスラングで語 られ るのに対 し,改 作 では彼 は第三者 に廻 り
全体 はauthOrnarratOrたるフ 。一 クナーの観点 か ら語 られる。近代 小説理論
に やかま しい観点(pointofview)の統 一 と云 う点 か ら云 えば一人称 の話者 が
最 も粋純 なのは 疑ない。実 際の 出来事 ほ この様に 限定 きれた窺 き穴 を通 して
「私」の眼に徐 々に解 明 されて行 くか ら之が最 もリア リス チ ックな方法 で ある。
然 しこの手法に は附随 する幾 つかの欠点が ある。第一 に 自分 の存在 して居 ない
場面 の事 は推察 か又聞 きに よるよ り外 はない。 この前作では事実 ラ トリフが 自
分 の 目で見 られなかつた場面,例 えばエ。ク等が馬小屋を夜のぞ きに 行つて馬に
追廻 され るシー ン,又 は斑 ら馬の群がタルの二行の馬車を橋 の上 で ひつ くり返
すシーン等では ラ トリフはEckSaid,'Tpllsa三dと他人の話 の伝達者に過 ぎな`
い。か くては一人称 の語 り手 に よる折角の事件 の親近感 も失 われ,叉 詳細 な説
明を加 える事 も出来 な くなる。救上の場面 等は改作 では詳細 に語 られ 又最 も面
白い場面 となつてい るのはこのわ くが外れ たか らで ある。第二 に その 「私」 な
る人物 が ラ トリフの様 な教養 のない俗人 となる と,彼 の俗語 に よる ユ 一ーモ ラス'
な話 し振 りは ある長 さま では読者 を楽 しませ るが,そ の限 界を越 す と飽 きが来
る。又彼 の口か ら余 り微妙 な観察 や精巧 な表現 を語 らせ る事 は彼 の 人物 と適 合
しな くなつ七来 る。申心意識 の統一 の問題 を力説 したHeiiryJameSはだか ら
この観察者 を多 く彼 と同 じ様 な鋭い感受性 を もつ教養iの高い者 にする道 を選ん
ゆ
だ6そ れで も一人称 の語 り手 と云 う形式 は初期 の作以 外に は 余 り用いて居 な
いqフ ォークナーはジエ ームスの説 を或程度逆用 して各章毎に観点の 移動 と云
う新手法 をやつての けた。'TheSoundandtheFUryの四人 観点 に よる四章,
次 のAsILayDyingで は更に各 章 を細 断 して五十九の章を十数人に 語 らし
て居 る。この様 に彼 は申心意識 を重視 する場合 は長 さの限界 を常に用い て居 る。 、
原作 の三倍強 の長 さを持 っ 「斑 ら馬」の改作が一人称の話 者の手法を 放棄 した
のは蓋 し賢明で あつた と言 える。 この辺 の事情 を実例に よ り説 明 して行 こラと
思 う。第一に引例す るのは放れ馬の一匹が事 もあろ うに 家の中 に飛 び 込んで来
て,メ ロデオ ン(オ ル ガンの一種)の 鍵 を叩 き,吃 驚 して靴下片手 に うろ うろ
する ラ トリフを尻 目に又窓 か ら飛出 して行 くシ∴ ンで ある。
覧
3
・ ウ ィリ ア ム ・フ ォー ク ナ ー と奔 馬(27)
奮 作
Ih6ardsomethingrunintothemelodeonintheha11;itsoundedIike、
arailroadeng沁e.
改 作 ・
AIittle'furtherdownthehalltherewasa'varnishedye110wmelodeon.
Thehorsecrashedintoit;itproducedasinglenote,altnostachord,h・
bass,resonant鶏ndgrave,ofdeepandsoberastonishment.
先ず前者の修飾語なしのメロデオ ンが後者では 「塗 り立てた黄色Qメ ロデォ
ン」 となつて居 るのに気付 く。,楽器はホールに置いてあり,ラ トリフは 自分の
部屋に居たのであるか ら前者の場合耳に した音は述べ得て も,その楽器の光沢
や色までを描 く事は出来ない。然 し後者ではその制限が解 けて二つの形容詞が ・
加え られた。塵まみれの黒い馬 と対比 して磨かれた華かな色の楽器。、この対比
によ り滑稽 さが増加したとすれば修飾の附加の道が与 えられた事には意義があ
る。
次に音の形容である。教葦のないラ トリフの口からは 「機関車の様な」位 の
比喩しか予期出来ない。然 るに改作では 「ブ戸 と唯一音・殆 ど譜音 となつて,
低 く,共鳴して荘重に,深いまじめに吃驚 した様な調子」 と詳細にのべ られる。
おかしさの一要素はベルグソンの笑の哲学を引出すまで もな く不 調和 と期待外
れにあると思 う。不調和は前の楽器 と馬の対照に も現 われたが,其所か らは「機
⇔ ＼
関車の如 き激 しい音」は当然予期 される所,そ れを改作ではその期待をはぐら
かして全 く意外に も落着いた若干音楽的でさえある音が流れるのである。 しか
もその落着 きの次には下着あま ㌧逃 げ廻るラ トリフの周章狼狽ぶ りが待 ち受 け
・'
て居 るので対照が二層鮮かとなる。
次の一節はテクサス人の馬喰が桿馬に振 り廻 されなが らせ り売を続 ける場面
　
でW魏rrenBeckが フ 。一 ク ナt・…の文 体 の進 歩 に 引 用 し た箇 所 で あ る が,彼 の
言 を敷 術 しつ ＼自分 の説 明 を加 え た い と思 う。_、..
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ウィリアム・フォー クナー と奔馬(29)
returnedtotbefenceandmountedthepostagain..'1'
この一節 は明瞭に馬喰 の痛快 な罵声の部分 と説 明の部分に分れ る。所 が旧作
ではその説 明の部分 もラ トリフの直接 な話 で ある為,若 干 の激 しさの程 度 はあ
つて も両者 は同質的な文体 で あつた。所 が改作 では先 ず直接話 法の分 は,喚 声
を繰返 えし,途 切 れ途切 れの非論理的文章 を故 意に何等句読点 な しに書 つ らね
徹底 したア リスチ.ク な声音 の写 し取 りをね らつて唐 る。邦訳 すれ ば こん な風
の物 か。
「一 脚をみなの衆オーその面を引裂いて呉さあ見た り十五 ドルの値打はひ・っ捕えて
さあ誰が一声オーこの大眼玉の兎野郎,オ ー」
それに反 して後の説 明の文 は今度到底 ラ トリフ級の無学者の 口 か らは聞 けな
い奇想 と豊富 な用語の駆使 され た多彩な文体 と…変 する。
「馬は今動いて居る。一 分ち難 く信 じ難い暴ヵの万華鏡。その周辺にテキサス男の
ズボン吊の留金が不断の円周を描いて陽光に燦 き,無気味な緩慢 さで馬場を横切って
行く。するとつば広い朽葉色の帽子がふわ りと外に舞い,一瞬の後にテキサス男がま
だ足が地面についたま㌧でその後を追い,子 馬は怒 り狂 う牡鹿の跳躍を見せて逸走 し
た。」'
この様 に全然異質的 な二つの物 を同所に盛 る手法 はフ ォーグナーの最 も得意
とする所 で,又 この様 な文体 こそウ ・一 レン ・ベ ックの云 う様 に作者 が 言 わん
とする所 を一潟千里に云い切 る自由奔放 なフ ォークナーの交体 として今後彼 が
発展 して行 く物 である。 そ してこ うした滑稽 な場面 にわぎ と華麗 な文体 を流す
の も,一 には題材 と用語の不釣合 が却つてユ ーモアを増 しプ 又時に はむ き出 し
の荒 々しさを中和 させ る為で此 もフ ォークナーの常套手段 となる。 た とえば同
じTheHamlet申の有 名な白痴 と牝牛の 情事 の描写 等,ま と もに 書い た ら醜
悪正視 にた えない件 が朗 かな笑を呼 び牧歌的 の暢か ささえ感 じさせ るのは,古
今の有 名な恋物語 を引用 した大袈裟 な詩的 な文体 が救い となつて居 る。
ノ
今一つ この二つの 引例内で も気付 く事は旧作には非常に直喩の多い 事であ
る。 「汽関車の様 な音」 「広げた毒蛇の様に腫脹 した頸根」 「二筋の糸に通 し
た一双の くるみの様な靴のか ゴと」 「肥つた老珍ん どりが垣根 を越 して行 く様
な大型帽子」.と云つた工合である』 この引例の直前の馬喰 と馬の争いを描いた
啓
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部分に も直喩が続出する。馬を捕 える様 は 「蝿を捕える様に」,馬 の 首を引向
ける様は「ふ くろ うの頭 ゐ様に くる りと後まで向 けきせ」,馬が動かじとがんば
つて居る様は 「花嫁の様に震え,製材工場の様に捻つて」 と愉快な比喩が並ぶ。
そしてそれ等の薩喩は改訂版には一切ないのである。一体野人の会話 には直喩
が多い。会話の技巧はいかに奇抜で適 切な比喩を用いるかに大部依存する。 ラ
トリフの此所に挙げた比喩は皆傑作で実感があるが卑近な 日常生活か ら取つた
イメヂに限る点,身 近さもあるが反面表現の限界 もあるので あろ う。 フ,一 ク
ナーの文体は初期の物(た とえば前記のサー トリスの用例申で も言える事であ
るが埴 恥 多い・所鞭 期になると直喩が減つて騰 が多くなる・諜 ま・殊
に詩 の用語 は全体が既 に一つの比喩で ある。詩的要素 の多い 後期文体 では一 々
比 喩で ある事を明示 する煩に耐 えない程全体 が比 喩化 して 居 る と云 える。又一
つにはlike過S等の接続詞 で つないだ 直喩 は文 の強い リズ ムを くずす 患 もあ
る。前記 引例中 の改作 では唯一の直喩,staglikeboundsはboundedlikestags
よ り引 しまつた語調 を持って いる。
次 にAsILayDyin9(1930)1こ移 る。 母の 死 骸 を夏の最申 に車に乗せ て
母の故 郷の=ヒに 埋 める為に 幾 多の 途申の 困難 を 冒 して旅を 続 けるこの物語 の
'Bundrens家の五人の兄弟 の申 ,馬 を熱愛 して荒馬 を手馴 らすのに熱 申 して居
るのは三男 のJewe1である・彼 が秘かに他家の 仕事 を手伝つて得 た金で買い
取 つた馬 は奇 し くも.二十五年前 テキサス男が一頭 ニ ドルで売 つた斑 ら馬 の後商
で ある と作者 はことわつて居 る(P.433)所を見る と之 も叉前作 の暴れ馬 と無 縁
ではない。 ジ ュエルは母親Addieが牧師Whitfieldと通 じてな した不義 の子
であ り,彼 は母親 の愛 を確保 出来なか った代償 を馬に求 める。 ジ ュエルの この
様 な心状 を理 解 したのは母親 と(ジ ュエル が手 に入れた馬に乗つて戻 つて来 た
時,激 しく泣いて1'11giv6.1'11give.と叫んだ彼女 の言動を思い出 そ う。P・433)
兄 のDar1だ けで ある。だ か らダ ー ル は馬 の事に対 しては常に弟 に あて こす
る。IcannotlovemymotherbecauseIhavenomother.'Jewel,smQ抽eris
ahorSe・(p.406)と言 うの も,母 の死骸 の死臭に早 く も棺 の上空 を舞い 出すは
ク'
ら お
・ ・ ...ウ ・ リァ ム'フ ォー ク ナ ー ζ奔 馬.、 『(31)
げ 鷹 を 心 配 す る 弟 を が ら か つ て``Tt'snotyOUrhOrSe曲atls.dead,Jewel."』と云
うの も 常 に ダrル で あ る・。 他 の 者 に は そ れ が わ か らな い 。 父 親 のAnseが あ
んな斑 らの矯を捨 てないのは母親やわ しに対 する故意 の厭 が ら茸 と云 .うの は彼
は常に完全に真相の局外者で あ.る事 を.示す(P.611)。愈it母親(b棺を 運ぶ馬 を ・・
洪 水の川 に流 して新 たに螺馬 を買 う金の見 当のつかない 時 ジュ至ル がそれ程愛.
した馬を惜矯 く金に替えるの も理解が行 も 村ゆA・m・tidは馬狂いが馬
、 に乗 って逃 亡 したとばか り思 って居 る(p.'480)件も彼 に は真 相 が 捕 え られな
い の だ 。
所 で全篇五十九章の内ジュエルの意識で語 られるのは唯一章だ けである。そ
してジ乱エルの爲との交渉 は始 どダールめ口を通 じて語 られる。(彼 は全部の
グ コ
登場人物申一番 多 く十九章 の話者 となる。)所 がそのダールの 口調 は貧 しい田
舎 の教養 ない百姓の青年 と しては意 外に鋭uKee察を高い調子で唱っていtl。'た1
とえばジ ュエル が馬を御 す有様 を彼は次の様 に語る 。
Savefot・Jewe1,s・ヱ gsゆeyareliketwofigures'carvedforat昂bleau
.savageinthesun.WhenJewelcanalmosttouchhimthehorse'stand8
0nhis.hindlegsandslashesd6wnatJewel.ThenJewel『isenclosedby ,　
agヱ 競e翠ngmazeofhoovesasb)・anillusionofw沁9s;amongthem,
heneaththeuprearedchest,he塒oves瞬 亡htheflashingIimberne白sofa"'
・nake.Fo.・anin・t・ntb・f・e飼 ・・k・ ・m・r・nt・hi・a・m・he・r・ 曲
・wholebodyearth-free,horizont吊1,whippingsnake-limber,untilhefinds
th・h…e'・n・ ・t・ilsandt・d・h・ea・th.a9・in.Wh・nth・yarerigid,m・`
ti・nle・…terrifi・・th・
.h…e.b・ゆu・t・n・tiff・nOd・quiv・ringi・g・・with
lowered}ead;Jewelwithdugheels,shuttingoffthehorse,swindwith
・ne『hand,,withth・ ・therpatting.th・h・ ・se'sn・・kin'sh・・tstf・kesの
m)7ri批dai}d'c恥essillg,cursingthehorsewithobsceneferocity.They
standinrigidterrifich{atus,thehorsetremblingandgroanipg.(345)
訳 交 ば ス タ ・イル を 理 解 す る に は 無 意 味 だ が 「ジ;zエル の 足 を の ぞ い て1ま馬 も ・
人 ぎ日 当 りめ 活 人 像 の蛮 人 と して 刻 ま れ た 二 っ の像 の 様 で φ る 。 」 「す る と ジュ
,エル は 翼 の 幻 想 に よ る夘 く閃 く蹄 の 迷 路 に 囲 ま れ た ・'」 「彼 等 は凝 然 と醸 じい
～'〆
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間 隙(hiatus)に立 す くみ 」 等 の表 現 ・hisboqyearthfree・horizonta1・whip--
pingsnakelimberの新造複合語,inshortstrokesmyriad'andcaressingの
後 置修飾語(postadjunct)(myriadはフ ォ"一'クナーの 愛用 の語 で 多 く後 置
され る。殊に調子の高い文で は必 ず と云つて良い程 その位置 を取 る。)こ れ等
は疑 もな くダβル の声で はな く作者 その者の声 で ある。 もし登場人物 は己 の声
脅持っべ きで ある と云 う写実主義 の原則 か ら言 えば 確かに これ ほまず い。然 し
フ 。一グナーは決 して単 な る写実派 で あつた事 はな く,そ れに も増 して作申 に
一人 はこの様 な眼 と声を持 っ人物 を必要 としたので ある。Buhdren-一家の役割、
・ を前作 「響 きと怒 り」のCompson家の人 々 と比べ て見 よ う。
(1}未発 達の混沌 たる意識 はC家 で は白痴 のBenjy,B家では知能 の遅 れた子
供Vardamanによ り現 わ され る。
〔2)世間智 はd家 で は夫人及 び狂 猜 なJasonが代表す る。 後者 では む しろ一
家 の外部 の村人,Cora等の観方 で ある。此 は作者 の母 も嫌 いな型。.
(3)女性 の負 つて居 る肉の慾望 は 苦悩 の差 あれC家 ではCaddy・B家 では 、
DeweyDell・
四 その観点 は自然 の道に基いて居 る故 に多 くは語 らぬが却つて全体 を見通 し
サ 　
フ 。一 クナ・一に よ り'Theysurviveと予言 されだ型。C家 で は黒人 女 申の 、
Di1Sey.B家で は黙 々とを棺 を作 る長男 のCashと 前記Jewel。
人物が これだ け揃 つて も猶一っめ角度が不足 してい る。彼等 だ けで は或 は黙
して語 らないか或 は断片的な感覚 を,或 は因襲 や偏 見に捕 われた表面 的な観方
だ けしか表現 し得 ない。其所 に作者に代 り鋭 い意識で事物 の背後まで 見抜 く批
判 者が どうして も必要に なる。℃ 家で は 容易に それを大学生のQuentinに求
め得 た。 それに比 し教養の ないB家 にそれに当 る人物 を設定す るの は 若干 の抵,
の
抗が ある。しかし必要はダールなる観察力を持つた皮肉屋を生み,彼 の観察 も巾,
言葉 もクエンテン級の鋭 さを持たせぎるを得ない。終末にクエンテンは自殺し
ダールは狂 う点で も二人は共通している。異常な敏感性 は到底 この世には生存
えられないのである。だゑ らダールの声の申に作者 フォークナ門の声 の きこえ
るのは当然で ある。然 しこの辺で はまだ作者の声 の外に人物自身の声 もきこえ
ウィリアム・フォー クナー と奔馬 ・(33)
て い るが後 の作に至 る程作者 の声が大 き く他 を圧 して至 る所 に響 く様 にな るが
ノ へ
その事は又後で触れよ う。
～
次 に奔馬が重大 な役 目を演 ず る作品 としてKnight'sGambit(騎士 の 勝 負
1949)を挙 げる。此所 で は文体 は所謂 フ ォークナ"調 文体 の一一極点 をホ して居
き
る 。 た,と え ば うま や か ら躍 り来 し て 来 る 馬 を 描 く一 文 は 次 の 様 で あ る 。
Itcameoutscreaming.ItI,ookedtremendous,、airborneeven:,afui'ious
通assthecoユgurofdoomormidnightinamoonwardswirユ加gmaneand
t・illik・bla・kf恥・・,i・kingn・tm・・ely.lik・d・ゆb…us・d・athi・ピ
§tasis・butdemoniac:thelostbruteforeverPtnrggenerate・burstingout
in古othemoo強lighちscream五ng,ga丑OI)ingin .aShortruShingcircleW姫10q～
i右flungitsheadthiswayandthat,searchingfortheman.....(19う)
【大意】 それ は叫びな が ら飛 出 して 来#。 物 凄 く・空挺 され たか とさえ見 えた。 たて
がみ と尾 は黒 い焔 の如 く月 に向 けて打振 り,運 命 か深夜の 色の怖 し き塊 り。 死 は静止
'な れば唯死 に似 だ りと云 うは当 らず
,悪魔 の姿か,或 は又永 劫 に絶 滅 した種 属の野獣.
が月明 に躍 り出 しπか。叫 び,激 しい小 円 を描 いて疾駆 し,絶 えず頭 をあ な た こなた
に打振 り目指す 人 を求 めた。
こ の 丈 に は 多 くの 後 期 文 体 の 特 徴 が あ る。
1・ ス タ カ 。 ト式 の急 調 子 の 短 文 が 繰 り出 され,し か も切 れ そ うで 切 れ な い 長
文 と な る 。・'..、
2.looking,bursting,screaming,galloping,searchingと現 在 分 詞 で 繋 い で 行
.く リズ ム01'、
3.airbOrne(空挺 部 隊 等 の 空 挺)の 如 き新 語,stasis(謬血)の 如 き 生 理 学 上
ニ
の語を採用し,用 語の範囲を無限に拡大する。・
4・ 比喩は初期のV五vidな物か ら離れて 「黒い焔1の 如 く現実に あり得 ぬ物。
抽象を具体で表現する比喩の常道の逆を行 き 「運命の色」 「死の面影」式の
物を選ぶ。
5・ 一頭の馬に永遠に絶滅 した動物 と云つた様な時間的に長い聯想,野 性敵意
等の象徴を附与 させる。'
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も う此 所 で は肉 を持 っ た一 頭 の 馬 の現 実 感 は少 い 。 前 の ジ ュエ ル と馬 の 関 係
の 様 に 生 々 しさ は何 所 に もな い 。 ラ テ ン系 の 大 尉 が 人 馬 一 体 と な り危 険 な障 害
物 を飛 び 越 す姿 は 次 の様 な難 解 な 文 体 と奇 想 とな つ て 現 れ る。
… …themanandthehor『efusing・.ioining・becomingonebeast・thenろ
passingonbeyondρventhatpoinちthat.iuncture:.notdaring・but
testing,almOst士)hysicallypalpingatt執a'tpointwhenevenathiutuaUy-
compoundingultimate,concorded、atabsolute,sutterMost,theymust
becomeviolenttwoagain,likσtherocketpilotathismachlthen
!/
2t}1en3toward(himselfandthemachine)theirownfiinijtiveapex
w}leretheironcraftexplodesandvanishes,1eavinghistenderゑndnaked
fleshsti11hUrtlingforwardontheothersideofsound.(P主)ユ46-7)
【大意】 人馬渾 然 と融合 して一体 の獣 と化 し,更 にその点,接 合点 を越 え る。絶 体の
極 限におい て調 和 した,互 に復合 した究極 においてす ら両 者は激 し く分 裂せね ばな ら
ぬ点 があ る。その点 に挑 むので はない,唯 その点 を試 み,殆 ど肉体 的に探 り求 め る。
ロケ ツ トのパ イ ロッ トが(彼 も機 も諸共 に)有 限の絶 頂 を目懸 けて飛 行 し速度 マツハ
1…2…3と 上 りっい に鉄 の機は爆 破 して消 え失せ,猶 パ イ ロツ トの肉身 のみは音 の
彼 方 の 世界 へ突 入 して行 く物 の如 くであ る。
無 限の虚空 を人 と微塵に散 つた機 が飛んで行 く奇想 は確かに面 白い,し か し
それ は障害 を飛越 える一頭 の馬 と騎士 を眺 めて居 る傍観者 の実感 とはかけ離れ
て居 る。 もうそれは個 々の現実 の馬で な く,先 に は太古まで時間的に 延長 され
.た聯想が今度 は空聞的に虚空 の果 まで拡 大 され,ultimate,absolute,uttermost.
finitiveapexの如 く哲学的の抽象観念が次 々と出 され℃来 る。
所 で翻 つてこの様 なス タイル を駆使 した 「騎士 の勝 負」全体 の テーマは何 な
ノ
のか。母に求婚す る南米の馬気違 いの大尉,誇 高 く血気に逸 る青年 は それを阻
止 しよ うと荒 馬を うまやに隠 して知 らず戸 を開 けた大尉 を蹴殺 させ様 と計画 を
ny立て る。其所 に ジャ 一ーロック ・・ホー ム ズの如 き 明敏 の 弁護士GavinStevensあ
り,彼 の努力で計画を未然に防 ぐ。更に ワ トソン役 として彼 め甥Shrewdあ り・
読者 と共 に小首 を傾けなが ら事件 を追つて行 く。そ の外に 勿論 フ ォー クナー得
ウィリアム・フォークナーと奔馬(35)
意 の南部 の誇 と暴 力 と恋愛が交錯す るが,全体 は一種 の探偵小説的 な物 で ある。
(事実 集申 のSmokeと 云 う短 篇は探偵小説 として書 かれ二席に選 ばれた と云
う。)こ の様 な比較的形 而下的 な浅 い テーマを,何 故 この様 な 難解複雑 な表現
に委 ねたか 団問題 となる。 フ ォー クナーは先に はテーマに応 じて ス タイルを自
由に変 え得 る意味 に於 て稀 代のスタイ リス トで あった。題材 に よ り或 は平易 な
客観的 な描写や,写 実的 な会話 を用い・時に は万華鏡 の知 き華麗 な 文体 を躍 ら
せ る事 も出来 た。作申 の人物 に よ り・場面 に よ.り一 篇の申で も随意 に異 つたス
タイルに切替 えた。 しか し段 々この前後 か ら彼 は スタイルが化石化 して,こ の
様 に しか書 けな くなつたので はないか。余 り好ま しか らぎる意味に於 てThe
stylei碗herr・anと成 り終 えそ うな事 を フ ォー クナ 一ーの為 に怖 れ る。
ノ
次 に 大作AFableの 重大な一 挿話で あるNotesOnaHorseth{ef(1950)
/に 現 れ る稀代 の名馬に移 ろ う
。 この馬 も前作 「騎士 の勝負 」に現 れた 馬 と大分
共通点 がある。共に原産地 は南米 らしい。前 のは牝馬,今 度の は牡 馬であるが
一方 は盲 目に近 く,他 は鉄道事故で脚 を折 った,共 に普通 な ら牧場で 種馬 とな
'り 余生 を送 るか
,人 工授 精の為生 かして置 くよ り外ない運命が 待ってい る。 し
か し前者 では大尉の,後 者で は英国人 の 馬丁(Englishgroom)の愛情が それ
を救 うので ある。 、 ・
この一 挿話 が 「寓話」 全 体 と無 関係で 遊離 して居 ると云 う世評に 対 しては
だ エ
Schwartzが弁駁 して居 るが,私 もこの挿話 は全体 の テーマへの重大 な暗示 であ
る事 を認 め る。然 し私は主に次に述 べる二っの点 に於 て 「馬盗人」に疑問 を抱
くめである。
一 つ は象徴 の問題 である。今 まで も馬 と人聞 との関係 は勿論何 等かの象徴 を
荷 つて居 た。然 し此 作程象徴が正面 切つて出た事 はない。では この 作 の馬 は何
を象 徴す るのか。,現代人 は文 明進 化の名に患 されて原始の人情 自然に 根 ざす尊
い物 を見失って居 る。然 し人 の心 の奥底に はそ の失った物への郷愁 はひそんで
居 り,そ'れに火 が点ぜ られ た時,人 は規則 や法律や金 もうけや戦争等 を忘れ る。
*DelmoreSchwartz:Perspectives10号
【/
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此 は フ 射一 ク ナ ー が 最 初 か ら持 つ て 居 た一一Ptの原 始 主 義(Primitivism)であ
る 。 そ して そ の 象 徴 と し て は 末 開 の 黒 人 や イ シ デ ァ ン,或 は 傑 作TheBearに
見 られ る様 にwildernessや生 残 つ7{巨 熊PldBen等 が 用 い られ た。 此 所 で
な そ の稀 代 の 名 馬 と英 国 人 の 馬 丁 との 結 び 付 きに 人 々 の 心 を揺 る物 が あ つ た 。・
N・…ler・照・pP・rtbut・n・ffinity・n・tf…mμnd…t・ndingt・un・r・t・nding
butfromhearttoheartandgl't,ndstoglands(AFable:p.138)
「単 に親 和 して居 るだ けで な く血'縁の間柄で あ り,頭 で理解 し合 うので な く心 臓 と心
臓,腺 と腺 とが,結 合 して居 る」
,覧.'
それ故に慾に 目のない筈の地方人 も,終 りに零がい くつ も並んだ馬盗人密告
・者への賞金に目も呉れずデ却つて捕 えた り裁 きをする官憲 を一致 して妨 害 す
る。一人の弁護士.も依頼者を蹴つて職業の 名誉を捨て ㌧法に楯つ く。それ も彼
等は所有慾や人の作つた法律等に先行する価値のある物 を馬 と馬丁との結合に
見出したか らに外な らない。 この挿 話 は全 体 の一部 と して は戦 場 で伍長
(cerPOra1)と共に今一人の主人公である伝達兵(runner)が失望の絶頂にあつ
た時,馬 盗人 と行動を共にした黒人の説教師が語 る話 となつて居る。馬は最後
　 ら 　
に 探 偵 達 が や つ と所 在 を つ き と め て へ ん ぴ な 田 舎 の 競 馬 場 に 追 付 い た 時 は馬 丁
の 短銃 に 命 を断 た れ て居 た薩 後 で あ つ だ が,こ の 話 は絶 望 の 彼 に 再 び人 間 の将
来 に 希 望 を抱 か せ る きつ か け とな つ た所 を 見 れ ば そ の 象 徴 は実 に 大 きな ね らい
を持 っ て居 る事 が わ が る。 そ して そ れ が 全 体 の テ ー マ で あ る人 間 性 の 高 貴 へ の
信 頼 に 連 つ て行 く。 作 申 に 将 軍 は云 う。
Oh,yes,h・willsu・viv・itb・・au8eh・has伽hnh{m・whi・h避沮en-
dureevenbeyondtheultimateworthlesstidelessrockfr6ez{11gsIo、yly
inthelastredandheatlesssunset.
「そ うだ,人間 はそれ に生残 るのだ。,究極 の,価 値な い,潮 あ満 ち引 きも知 らぬ岩 が羅
後 の赤 い,熱を失っ た 日没 の申 に徐 々に氷 って行 く.その時 を越 えて猶持耐 え るのだ 。」
そ れ と殆 ど同 じ言 葉 は フ ォー ク ナ ー の ノ ー ベ ル 賞 受 賞 演 説 の 申 に も繰 り返 さ
れ て 居 る 。'"
Ib・1{・v・th・tm・nwilln・伽 ・・ely・ndu・e・h・wi11p・evail・aH・i・
ナ
ウ ィ リ ア ム ・フ ォー クt一 と奔 馬'F(37)
、
immOrtal.… …,
マ ニフェ ス ト
此言葉は彼の正 しい と信ずる文孝の宣言であると見ると実に馬盗人の象徴の,
意義 は重大 となる。
だが私は正直に疑問を表明する。読者の申の何人が盗人をひ護 した地方人や
弁護士程の感銘を,又runnerを再起 させた程の感激を馬 と馬盗人の友情に得
たか。翠果して何人がこの馬を肇み出した行為を
theiinmortalpageant-pieceofthetenderIegendwhichwasthecrQwning
gloryofman,sownlegen(1.(p.139)
f愛情の伝説の不滅の盛観。人間自身の伝説の最高をなす栄光」
と讃美 し,この 「が に股 の息 の臭い英国人の馬丁」 をヘレンを奪 つたパ リス,
ジ ュリエツ トを奪 った ロメオ の様 な 「こ の 世 の 素 晴 し き掠 奪 者 」(earth's
sple㎡didraper)と見 られ るか。 ど うも象徴 の 形体 とその 目的 の間の 距離 が あ
り過 ぎる気が す る。大体 フォー クナ ー はわ ぎ と意 外 な,一見 懸離れ た シムボル を
持 出す事 が好 きの様 だ。キ リス トの イメヂで も初期 か ら作中に 出 した くてむず
むず して居 る様 で 「サ ンクチヤ リ」 のPopeyeに ご く僅 かに 「八月 の光」 の
JoeChristmaSに可成 り明瞭 に,そして 「寓話」 で・は伍長に判然 と現れて居 る。
しが も聖の聖 なるキ リス トをシムボ ライズす る人物 は密造者 のギヤ ングで あ り
殺 人者 の黒人で あ り,今度 の伍長 も私生児で淫売婦 を妻 とした り,わざと汚 く作
ってあるρ それは兎 も角,原 子 兵器 の恐怖に さ らされ地球滅亡 を眼 前に 控 えた
現 代 の不安 を前 に,そ の不安 は 「寓話」の申で も受賞演説 の申に も述べて居 る
が,そ の不 安 を も打破 る大 きな希望の光 を如何 に理想化 された どは言え一頭 の
馬 に克出せ で は近来頓 に明瞭 に なつた彼 の楽観主義に も心 か ら付 いて行 け塗い
気 がす る。 ∬ ・
第二の疑聞 は真実 らしさ(verisimilitude)の欠亡 して居 る事 で ある。此 は完
全 に作者が頭 で作 りあげた理想 の馬の 像 で あ り,superhOrseである。 「斑 ら
馬」や ジ ュヱルの馬の様 に汗 を掻 いた り体臭 を持つてはいない様 だ。 足 を一本
怪 我 しなが ら競馬に出場 して「まるで他の馬は別のレースに出場 して居 る様に」
引離 して勝つ,し か も官憲,保 険会社,持 主等の厳重な探求 も次か ら次へ とレ
、 賢
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一スを勝続けて行 くその馬を捕える事が出来ない。今迄の馬には誇張 はあって
も実感は伴つて居た。然 しこの馬には現実感等は勿論作者は最初 か らね らつて
居 ない。第 一これだけ馬が主役 とな り活躍しなが ら,馬の具体的な点に関 して
綜三才のサラブレットであると云われて居 るだけで・最後まで 名 もなけれぼど
んな毛色 さえ も云つて居ない。それを言えば大体 「寓話」の全体が そ うした構
成で伍長 も,黒人のメーソンも将軍 も,ラ ンナー も殆 ど無名のま ㌧で ある。之
は 「寓話」 なのだ。 だか ら登場 人物はEverymanであり,名 もな く,具 体的
説明のない方が当然であると作者は言 うであろ う。成程 イソップ寓話な ら馬が
後脚で立って物 を言お うと何等不思議ではない。 しかし彼の最高至難 の文体を
駆使 して彼の作品中最長の量を使つて,し か も寓話に普通感 じられる讐の蔭に
か くれた作者の微笑 もな く唯ひたむ きに何かを訴 えて居 るこの作が 普通の寓話
の観 念 か らは遠 い事 は云 う迄 もない。寓話 と題をつけよ うが アレゴリと呼ぼ
うがそれならいつそAnimalFarmの様に全然最初か ら 「真実 らしさ」を全然'
放棄 した世界に してしま う方が良いのではないか。或 は又象徴はそのま ㌧で真
実感 を も失わない方法 もある。現にフ 、一々ナーで もたとえば 「熊」に 見る如
く,か な り証明の道具 としてOldBeuを使つては居 るが,猶 この 巨熊が密林
をの し歩 く生々した姿を捕 えて唐 る。だか ら象徴を取去つて単なる狩の物語 と ・
して読 んで もこの作が結構 一流品で あ り得 た。 カ フカの 「変身」で も人 閤が或
朝 目が醒 めた ら芋虫 になつ て居 た と言 う 「有 り得べ か らぎる話」を展 開 させ な
が ら,人 間が虫 となつた らこ うもなろ うか と思 わせ る程正確 で 具体的で無気味
な動作 ⑱描写が どんなに作 の価値 を高 めて居 るか。ス ィ フ トの ガ リバP旅 行記
だ?て 作者あ寓意 は何 も知 らない子供が読 んで も面 白 くてたま らない 具体性 を
持つ てい る。私はフ ォー クナーは立派にそれが出来 る人で ある だけにその具体
性 を放棄 した事 を残念 に思 わぎるを得 ない。
フ ォ'一クナーの今迄 の短 篇を集 めた最 近作TheCollectedStories(1850)の
最後に.Carcasonneと云 う題 の一 篇が ある。 この作 は筋 もな く唯一人 のフ ォ・一
クナーの青年時代 らしい一作家が夢 と目醒めの申間に彼の 女学上の野心 を天馳 、
ける馬に託す印象的な作品である。
ウィ リ ア ム 。'フォー ク ナ 一ーと奔 馬(39>
、1、N'anttopeuformsome七hing、boldandtragicalandaust臼reherel)eated
shapipgthesoundlesswordsinthepatteringsilencemeollabuckskin
ponywitheyeslikeblueelectricityandamaneliketangled.fire,
gallopingupt'hehillandrightoff.intothehighheavenofthew6rld
stiUgalloping,thehorsesoarsoutward;stillga110p沁9,itthund6rs-ul>
thelongbluehillofheaven,itstossingmaneingold6nswirlslikefire.
【大 意 】 ・「お れ は 何 か 大 胆 な 悲 壮 な 厳 粛 な 事 を や り遂 げ た い 」 と彼 は 音 立 て る 静 寂 の
中暗 無き諜 を形作りながら榊 返えレた・ 「おれは目は静 の電光の如く・たて
がみはもつれ合 う火の如き鹿皮の小馬に跨がり,岡を馳せ登 り,世界の蒼窃まで乗っ
着ける。」馳せ続け,馬は飛翔し去る。馳せ続け,そ の打揺す るたてがみは火の如く
や まなみ
金色に渦巻 き,天の青 き山豚を雷 と馳け登る。
確かに 彼の作の アイデア もス タイル もこのgallopin'ghOrSeSの激 し さ,荒
々しさ,活 力 を持つ て居 た。今 まで述べて来 た様 に奔馬の シーンが 多 く,其 所
に又彼 の文 体を活躍 させ た所 以が ある。だか らこの大望に満 ちた作家が 己の文
芸 の夢 を天馬に託 したのは正 にぴつた りして居 る。唯その馬が端麗 な ペガ サ.ス
で もな く・ヌ 自然 の現 し身の馬で もな く・電気 の眼に塵皮 の胴 とい う奇怪 な人
工 的な姿 を して居 るのが気に懸か る。 「騎士 の勝負」で は頑丈 な馬 の 障害 まで
馬 の勢 いに張子細工(papier-machのに見 えた と言 われた。(フ ォー クナ 「 は よ
く張 子 細工 の様 に とか,操 り人形 の様 に とか言 う比喩が 好 きで ある。)障 害物[
は張子で あつ て も良 い炉上 を跳 び越 す馬 だけは張子で あつてほ し くない と私 は
願 うのである。
